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六
月
一
日
、
市
内
松
野
木
地
区
の
遊
休

農
地
を
活
用
し
、
さ
つ
ま
い
も
苗
の
植
え

付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
十
年
目

を
迎
え
た
こ
の
事
業
に
は
、
Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ

ー
マ
ン
の
会
員
、
富
士
幼
稚
園
、
ひ
ま
わ

り
幼
稚
園
の
園
児
と
保
護
者
、
八
晃
園
の

皆
さ
ん
、
合
わ
せ
て
百
二
十
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
斎

藤
靖
裕
農
業
委
員
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
市
農
業
委
員
の
協
力
を
受
け
作
業
は

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

土
に
触
れ
て
、
子
供
達
は
大
は
し
ゃ
ぎ
。

植
え
付
け
と
い
う
初
め
て
の
体
験
を
、
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
苗
に
た
っ
ぷ
り
水
を
与
え
、

収
穫
の
秋
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。ひまわり幼稚園の園児達は、興味津々に、

作業の説明を受けていました。

富士幼稚園の園児達は、用意周到。軍手、シャベル、ジョウロの三点セット持参です。富士幼稚園の園児達は、用意周到。軍手、シャベル、ジョウロの三点セット持参です。

　

六
月
二
日
は
、
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
協
議
会
と
、
五
所
川

原
農
林
高
等
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
の
皆
さ
ん
約
三
十
名
が
、

植
え
付
け
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
市
内
に
あ
る

遊
休
農
地
を
活
用
し
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
食
農
教
育
と
地
産
地

消
の
観
点
か
ら
市
農
業
委
員
会

が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
数
回
の
除
草
作
業
が

行
わ
れ
、
９
月
の
収
穫
を
迎
え

ま
す
。
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アグリスクール開講アグリスクール開講アグリスクール開講アグリスクール開講アグリスクール開講アグリスクール開講アグリスクール開講アグリスクール開講

農地パトロール【耕作放棄地調査・利用状況調査】を実施します農地パトロール【耕作放棄地調査・利用状況調査】を実施します農地パトロール【耕作放棄地調査・利用状況調査】を実施します

～食と農の講演会～～食と農の講演会～～食と農の講演会～
「ＴＰＰと人・農地プラン」「ＴＰＰと人・農地プラン」「ＴＰＰと人・農地プラン」

お待たせしました「夕市」始動！お待たせしました「夕市」始動！お待たせしました「夕市」始動！
　五所川原市地産地消を進める会（花田順子会長）は、今年で７年目とな
る『夕市』をコミュ二ティセンター栄の駐車場でスタートしました。
　この夕市は地産地消を進める会の主な活動の一つで、五所川原市の新鮮
な野菜、果実、そしてそれらを活用した加工品を提供して、その良さを知っ
てもらうことを目的としております。

　５月26日、青森県立五所川原農林高等学校（佐藤晋也校長）と農業委員会が連
携し開催している『アグリスクール』が開講し、受講者など合わせて12名が集ま
りました。
　同校会議室で行われた開講式では、福嶋教頭からのあいさつの後、講師紹介、
今後の講座内容について説明がありました。
　第１回目となるこの日は、日本人の主食である『米』に係わる学習で、『イネ
を育てよう』をテーマに、参加受講者が同校内の水田で田植えを体験しました。

　講師からアドバイスを受け、作業を開始しましたが、受講者のほとんどが田植
え初体験ということもあり、ぬかるみに足をとられて悪戦苦闘。「こんなに、大
変だとは思わなかった。」との声が聞かれました。この日植えたイネは、９月に
収穫の予定です。秋の収穫も、受講者らの手によって作業がおこなわれます。

　　アグリスクールは今後、月１回の開催で11月まで続きます。

　オープン初日となった６月15日には、開始時刻前から心待ちにしていた
皆さんが次々と訪れ、会場は活気にあふれていました。
　当日はオープン記念として、先着100名に赤飯とばっけ味噌がプレゼント
されました。
　豪雪による農作業の遅れから提供品の不足が心配されましたが、当日は
会員がそれぞれ旬の野菜や果物を持ち寄り、消費者の期待に応えていました。
会場を訪れた消費者約100名が、次々と商品を購入していき、終了時を待た
ずに商品が完売してしまう会員もいました。
　これから夕市は、11月９日までの毎週金曜日開催されます。
　８月までは午後４時30分から午後５時30分、９月から11月までは午後３
時30分から午後４時30分までの開催時間となります。
　尚、９月28日（金）は休業し、代わりに９月29日（土）に『お月見セール』を
開催します。皆様のご来場お待ちしております。

　五所川原市地産地消を進める会では、夕市で地場産の農産物等を販売す
る会員を募集しています。夕市以外にも、様々な活動をしております。加入
を希望する方、関心のある方は下記連絡先までご連絡下さい。

●年 会 費　個人　1,000円　　団体　3,000円
●開 催 日　６月15日から11月９日日までの毎週金曜日
●開催場所　みどり町４丁目「コミュニティセンター栄」駐車場
●開催時間　16時30分～17時30分（９月以降は15時30分～16時30分）
●連 絡 先　農業委員会事務局　℡35－2111（内線2774）

　五所川原市認定農業者協会と五所川原市農業委員会では、食と農の講演
会を開催します。
　人と農地の問題を解決するための未来の設計図となる、『人・農地プラン
（地域農業マスタープラン）』とＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）との
関わりについて講演していただきます。
　講師は、昨年も『ＴＰＰと国民生活・経済・農業』について講演してい
ただき好評を得た田代洋一氏です。
　人と農地の繋がり、そして地域農業のこれからとＴＰＰについて、知り、
考えてみませんか。
　どなたでも参加できますので、申し込みのうえお越しください。
　参加料は無料です。

　日　　時：平成24年７月27日（金）　午後１時30分～３時30分
　会　　場：ふるさと交流圏民センター　オルテンシア
　　　　　　ふるさと交流ホール
　テ ー マ：『ＴＰＰと人・農地プラン』
　講　　師：大妻女子大学　社会情報学部
　　　　　　教授　田代　洋一氏
　申 込 先：五所川原市農業委員会
　　　　　　℡35－2111（内線 2772）
　申込期日：平成24年７月24日（火）

【講師紹介】
　横浜国立大学大学院教授在職時、当市の農家と農地及び集落営農のアン
ケートとヒアリング調査（平成19年度実施）にご尽力いただいた。
　また、当市において『この国のかたちと農業～集落と営農の新たな挑戦
～』のコーディネーターを務めるなど、当市の農業に精通している。
昨年は、食と農の講演会において、『ＴＰＰと国民生活・経済・農業』と題
し講演を行った。

　農業委員会および市農林水産課では、昨年に引き続き７月中
に、耕作放棄地の調査と利用状況調査を実施します。
　この調査は、当市の農地全てを調査することにより、無断転
用や耕作放棄地及び、以前に指導を行った耕作放棄地の状況を
把握し、地域の重要な資源である農地を守るための指導対象と
することや、耕作放棄地の再生利用に向けた事業及び『人・農
地プラン』の作成活動に結びつけていくために実施します。
　調査のため、農業委員や農業委員会事務局職員が農地に立ち
入る場合もありますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

【問い合わせ先】
五所川原市農業委員会　農地係　℡35－2111（内線 2776）

編集委員紹介編集委員紹介編集委員紹介
　今年度の農業委員会だよりの編集委員を紹介します。
　内容を審議し、よりよい紙面づくりに努力してまいりますの
で、よろしくお願いします。
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平成24年７月現在平成24年７月現在平成24年７月現在平成24年７月現在
　下記の農地について、受け手を捜しています。価格等の条
件は交渉できる場合もあります。農地の位置図もありますの
で興味のある方は、事務局農地係へご連絡ください。

※農地を売りたい貸したい方、買いたい借りたい方は、農業
委員会にご相談ください。

持子沢字三原

高野字北原

高野字柳田

前田野目字長峰

羽野木沢字隈無

原子字紅葉

毘沙門字上熊石

金木町川倉宇田野

金木町芦野

梅田字福浦

藻川字間手川

飯詰字狐野

飯詰字桜田

金木町嘉瀬萩元

漆川字清水流

金木町芦野

下岩崎字尾花原

下岩崎字駒返

金木町嘉瀬上端山崎

長富字鎧石
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豊成字田子ノ浦
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金木町喜良市弓矢形
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55万円(応相談)

標準

15万円(応相談)

交渉次第

30万円
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1.2万円
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各種申請書の受付締め切り日について各種申請書の受付締め切り日について

●毎週金曜日発行
●B３版８～ 10頁建
●購読料：月600円 ［送料、税込み］
◇購読のお申し込みは、お近くの農業委員または市農
業委員会事務局までお願いします

農業の経営とくらしに
役立つ情報をお届けする

○平成24年7月農地部会・農業振興部会
【7月20日（金）】場所：五所川原市民学習情報センター
○平成24年8月農地部会・農業振興部会
【8月21日（火）】場所：五所川原市民学習情報センター
※法令により総会・部会等の会議は公開されております。
また、会議録は農業委員会事務局にて閲覧できます。

【問い合わせ先】市農業委員会  ℡ 35－2111  内線2771

　当委員会では各種申請書の受付締め切り日を次のよ
うに設定しています。
◎農地法第４条申請書、第５条申請書
•農地を農地以外のものとして使用する場合
　例：資材置場・駐車場等
　毎月末日締め切り（末日が市役所閉庁日の場合は翌日）
◎農地法第３条申請書、農用地利用集積計画書の同
意、競売・公売買受適格証明願
•農地を農地として貸借・売買する場合、競売・公売
の入札に参加する場合
　毎月５日締め切り（５日が市役所閉庁日の場合は翌日）
◎あっせん申出書
•あっせんにより農地を貸借・売買する場合
　毎月15日締め切り（15日が市役所閉庁日の場合は翌日）

※許可のポイント、申請から許可までの流れ、必要
　書類一覧表等については、農業委員会に備え付け
　ています。

【問い合わせ先】
市農業委員会　農地係　℡35－2111　内線2776

　今年も、アグリスクール、さつまいもの定植、夕市と始動の時
季を迎えた。恒例行事であっても、毎年そこには、色んな形の
『学び』がある。
　「私は、農家に生まれ育ちましたが、農業に携わることなく今
に至っております。両親がどのように苦労し、懸命に育ててくれ
たのか、60才を過ぎた今、田植えを体験してわかったような気が
します。」とは、田植え体験を終えたアグリスクールの受講生の
言葉である。何才であれ、『農』を通して、気付いた両親の『思
い』。何十年も消えることなく、きっとその人に寄り添い、支えて
きたにちがいない。先人が残してくれた形のない『思い』。それ
は、間違いなく後世に受け継がれていくのだ。

編集後記
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認定農業者の相談認定農業者の相談
　農業委員会では、認定農業者を希望する農業者の
方々に対し、「農業経営改善計画認定申請書」の記入
方法等について、相談日を設けております。（※金木
地区、市浦地区の方は、各支所で受け付けております。）
　相談日については、事前の予約が必要となりますの
で、農業委員会、各支所へ電話にてお申し込みくださ
い。※生産調整の達成、未達成は問いません。
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